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粒攣動よがヵι加ぇられて齢壊するに至ろまでにと`のよラム鮭過とたどろ″ヽと千ら/4-痛に́ 菫に並べ

た鋼薇のあフまソを毛カレにして調べた。 図-1に 禾したような状能に狡'Xれ て́ 方の壁を押し

込んで行く。ね|力の‐っのをは権のあであろ力。フス萩の上にのせ2あるのでその移サながラス板との

岸オ秦4妨 ヴ,れ て1/Nろだけて'ある。 さ て図-1の よラ方場合ぞめれば.″ し込んな行く覆に近 レヽ郷

か ,球 蔵瑛ま,て さてか体バー様 に撮表のよ鯰になソ(図-2)え に礎を押すと口_3の 滋にall方の桂

は外ヵに動 きヤにと リバ起ろ.

´ガ初めの燥まッ方が 図-4

のようになフてぃろとする.

っまッか林がぃくフクヽの明耀

|``力|ム来多ぃくっ″ヽの"分

からム来てぃ 老 れぞれのη

かは撮顔な捩4ソ ガで廃界は

'ろ レヽ環まリカの力線で以来

マνヽる。 こ のモデルは2夕 九

釣/a―わのであろが .鶴 の傲弾

をか藩 に入れその散鮮の界各

菌り娘 まり方 を所 尭した WO.
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RF.3■s^■,の 牧=L・は瑛まリカ″ヾ h“̂ , ′̂́しレCkぃ,と `“♭「c

豚`κ,.,と玄ラ撥赤を最議の2種 でぁ多と考ぇてルあヽかしくな

レヽことが示されぞレヽろ.徒 フて,次 ぇ的な壕まリガつ場合に

わ図´4を 3タ ルl`したよラル嬢ユリカをしZレ ろ`と考えてル

毛れ|夕ど不冶巧潔で|まあるまし、2洛 ヮてレ`ろ.さ て図 4́っ よラ

/.―球の櫻 まッ方の場か.前 と同様に´ガの度を押 し込 んな行く

と。2種 の額″な現象パル 多 っ まッまず構成手紫ぞ″多月、η

分のヤにたりが生ずる.図 -5z゛tよ く見ると́ ηにたソが現れ2ッヽぁことがあ′ヽ多。 これらったリ

の方匂は可威ソ不規ス1のように見え多が.翔 べて見多レぁ多新たの力匂のものが着レく多レ`.を して

み守かに生ずろLり は連続レそしヽなしヽ。次ざに滞成手紫の月、η分は次才に老れ,の燿晰誡象の緩の静か

が泰|`なろンスに併かされz境界がなくたッ.構 成手索の大し、さが大きく/a―多. これがえI`庭めばか

林ηヾ 様́になフて図-2に スしルよ鯵に近ずく.毛 れが,さ さ|ま前逮と同レで図-31=ス すよラなし

りが生ずるのであろ。 こ のモデルによフそ認め,れたと同様り現象は3次んの場合にわ得,くは土

ずろルのでヽぁララ.以 上のような′象のた移は金属の多緒易体の塑性変形の教林|`オンラ|・霰く以そしヽ
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